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令和７年８月２２日（金）１３時３０分～ 

交通政策審議会 海事分科会 第１８６回船員部会 

 

 

【岩下労働環境技術活用推進官】  それでは、定刻となりましたので、ただいまから交

通政策審議会海事分科会第１８６回船員部会を開催させていただきます。事務局を務めさ

せていただきます海事局船員政策課の岩下でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 本日はウェブ会議システムを併用しての開催としております。リモートでご参加の委員

におかれましては、カメラ、マイクの通信はオフ（マークにスラッシュが入った状態）の

ままで、ご発言される際のみカメラ、マイクをオンに、発言が終わりましたらカメラ、マ

イクをオフにしていただきますようお願いいたします。 

 また、ご発言いただく際は、画面上部のアイコンから「手を挙げる」を選択いただくか、

カメラ、マイクをオンにして「部会長」と発言いただき、部会長より指名がありましたら

ご自身の氏名をおっしゃった後に発言をお願いいたします。 

 なお、会場にご出席されている委員におかれましては、発言を希望される場合は挙手を

していただき、部会長より指名がありましたら、お手元のトークボタンを押して、ご自身

の氏名をおっしゃった後に発言していただき、発言が終わりましたら再度ボタンを押して

マイクをオフとしていただきますようお願いいたします。 

 本日は、委員及び臨時委員総員１９名中１４名のご出席となりますので、交通政策審議

会令第８条第１項及び船員部会運営規則第１０条の規定による定足数を満たしております

ことをご報告申し上げます。 

 本日の資料につきましては、会場にご出席されている委員の皆様には、席上に配付をさ

せていただいております。また、リモートでご参加の委員におかれましては、事前にお配

りした資料をご覧ください。資料は４０ページ物で各ページの右下に通し番号を振ってお

りますので、ご確認をお願いいたします。 

 議事に入ります前に、臨時委員の交代がございましたので、ご紹介させていただきます。

使用者委員の土屋委員が退任され、新たに加藤委員が就任されました。 

 それでは、加藤委員、マイクをオンにしていただき、一言ご挨拶をいただければと存じ

ます。 
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【加藤臨時委員】  皆様、初めまして、日本船主協会、加藤でございます。いろいろお

世話になります。よろしくお願いいたします。 

【岩下労働環境技術活用推進官】  ありがとうございました。 

 それでは、議事に入りたいと思います。本日は加藤部会長が所用によりご欠席のため、

小西部会長代理に司会進行をお願いします。どうぞよろしくお願いいたします。 

【小西部会長代理】  よろしくお願いいたします。それでは早速、議事を進めてまいり

たいと思います。 

 審議事項である議題１の船員法に基づく登録検査機関に関する政令の一部改正案につい

て及び議題２の船員法施行規則の一部改正案についてですが、前回の部会にて諮問のあり

ました案件でございます。 

 ８月８日までとしておりました各委員からのご意見の状況等につきまして、事務局より

説明をしていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【尾崎船員政策課課長補佐】  船員政策課の尾崎でございます。議題１、２につきまし

て、８月８日までとしておりました各委員からのご意見につきましては、特段、審議事項

に関するご意見の提出はなかったということでご報告させていただきます。 

 一方、基本訓練の運用に関する質問を委員所属の団体様からいただいておりますが、こ

ちらにつきましては、運用に関することでございますので、個別に対応させていただけれ

ばと考えてございます。 

 また、２点、資料のほうで補足がございます。お手元の資料の６ページをご覧いただけ

ればと思います。こちらは議題１に関するものになりまして、６ページの３番、今後のス

ケジュール（予定）と書いてある部分につきまして、前回、先月の船員部会では、閣議、

公布ともに令和７年９月中旬と予定しておりましたが、改正手続の都合上、閣議、公布と

もに令和７年１２月中としたいと考えてございます。 

 また、議題２につきまして、資料の８ページをご覧いただければと思います。こちらに

つきましても、２番、概要のところで、（１）船員法施行規則の一部改正のうち、①、コン

テナ海中転落時の即時通報の部分につきまして、ⅲでございます。こちらの通報方法につ

きまして、少し表現を改めさせていただいております。こちらは、海上保安機関との調整

でこのような表現に変わっているというところで、ご承知おきいただければと思っており

ます。 

 私からは以上でございます。 
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【小西部会長代理】  ありがとうございました。 

 前回の部会以降は委員からご意見がなかったというお話があったところですので、答申

の決定についてこの場で確認を行いたいと思います。 

 改正案は２件ございますが、どちらでも結構ですので、ご質問等ございましたらお願い

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 遠藤委員、よろしくお願いいたします。 

【遠藤臨時委員】  遠藤です。よろしくお願いします。前回の船員部会で発言等させて

いただきましたけれども、その考え方については前回から変わってはいないんですけれど

も、基本教育訓練、それから漁船員への基本訓練、この辺についてはそれぞれ、今までの

訓練と講習に支障のないよう、訓練場所や回数の増加に向けても取り組んでいただきたい

と、これは要望ですので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。何か事務局からこの点についてございま

すでしょうか。よろしくお願いいたします。 

【成瀬労働環境対策室長】  船員政策課労働環境対策室の成瀬でございます。遠藤委員、

どうもありがとうございます。事務局としましては、基本訓練の今後の実施について、支

障のないように取り組んでまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 そのほか何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、このほかに特にないということですので、国土交通大臣から諮問第４８３号

及び諮問第４８４号をもって諮問された件については、適当であるとの結論とし、海事分

科会長にご報告したいと思いますが、そのような形でよろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは、次に移らせていただきます。審議事項である議題３の船員に関する育児休業、

介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則の一部を改正する

省令案について、及び議題４の子の養育又は家族の介護を行い、又は行うこととなる船員

の職業生活と家庭生活の両立が図られるようにするために事業主が講ずべき措置等に関す

る指針の一部を改正する告示案についてでございますが、こちらにつきましても前回の部

会にて諮問のありました案件でございます。こちらにつきましても８月８日までとさせて

いただいていたところですが、各委員からのご意見の状況等につきまして、事務局からご
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説明のほどよろしくお願いいたします。 

【尾崎船員政策課課長補佐】  船員政策課の尾崎でございます。議題３、４につきまし

て、８月８日までとしておりました各委員からのご意見につきましては、特段、審議事項

に関するご意見の提出はなかったということをご報告させていただきます。 

 一方で、柔軟な働き方を実現するための事業主が講ずべき措置に関しまして、委員所属

の複数団体様より、具体的な運用方法に関する質問でありましたり、あとは運用に際した

要望等を頂戴してございます。こちらにつきましては、特に事業者の皆様が柔軟な働き方

を実現するための措置を決定するプロセスを含みまして、その運用に当たり、本制度を活

用する対象の船員の皆様はもとより、事業者の皆様、全日海様をはじめ、関係する過半数

組合の皆様に混乱が生じないよう、しっかり対応させていただきたいと考えております。 

 具体的には、関連する通達をお示しすることであったりとか、あと国交省ホームページ

において既に公開しております説明資料、パンフレット、それに参考となる就業規則例等

の各種ツールに関しまして、こちらを今回諮問させていただきました１０月１日施行分の

内容を含めた形で変更させていただきまして、そちらを９月中旬をめどに公開する形で皆

様にお示ししたいと考えてございます。その上で、各団体の皆様から頂戴している具体的

な質問に対しましては、運用に当たりまして混乱が生じないように、別途説明の機会をい

ただくなど、丁寧に対応したいと考えてございます。施行日まで時間がない中、恐縮では

ございますが、よろしくお願いしたいと考えております。 

 以上でございます。 

【小西部会長代理】  ご説明ありがとうございました。 

 前回の部会以降、委員からの特段のご意見はなかったというお話でございましたので、

答申の決定につきましてこの場で確認を行いたいと思います。 

 改正案は２件ございますが、どちらでも結構ですので、ご質問等ございましたらお願い

したいと思っております。 

 いかがでしょうか。藏本委員、よろしくお願いします。 

【藏本臨時委員】  内航総連の藏本です。先月は都合により出席できませんでした。申

し訳ございません。 

 内航総連からは、文書をもって事業者の意見を取りまとめて、今、国交省とやり取りを

させていただいております。幾つか回答もいただいておりますが、まだ質問に対する回答

もいただいていない部分もございますので、今後とも引き続き対応をよろしくお願いいた
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します。 

 それを踏まえて、本日、要望事項ということで幾つか要望させていただきたいと思って

おります。 

 まず、育児・介護等の休業措置対応について発生する臨時船員の確保対策としての在籍

出向の要件を緩和いただきたいという意見が事業者から出ております。 

 ２つ目は、助成制度を創設並びに税制上の優遇措置も検討いただきたいという意見が出

ております。 

 ３つ目が、本制度導入に伴うコスト増に適正に反映できるよう、取引環境の改善を行え

るようにという意見が出ております。 

 また、制度未対応を理由とした求人票の受付停止等の措置については、当該事業者の実

情を十分にご理解いただいた上で、柔軟かつ段階的な対応を図っていただきますようお願

いいたします。 

 最後は、説明会です。これは先ほどの説明の中で対応するというお答えをいただいてお

りますが、事業者が混乱に陥らないように、時間もあまりございませんが、１０月１日ま

での対応、説明会の準備等をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。今お話のあった点につきまして、事務局

から何かございますでしょうか。 

【前田雇用対策室長】  船員政策課雇用対策室の前田です。幾つか藏本委員からお話の

あった中で、１つ目の在籍出向と４つ目の求人票の件につきまして、私からご説明させて

いただきます。 

 まず１つ目、在籍出向でございますけれども、現行の在籍出向に関する基本的な考え方

の経緯及び具体の要件の内容を申し上げますと、まず経緯でございますが、陸上労働分野

におけます労働者派遣事業の制度化や職業紹介事業の民間実施の制度化の状況を踏まえま

して、学識経験者及び官労使から構成されました「船員職業紹介等研究会」を平成９年に

設置し、船員労務供給事業及び船員職業紹介事業に係る規制改革の在り方を鋭意検討し、

平成１４年７月に報告を取りまとめ、当該報告におきまして整理されました。当該報告で

は、常用雇用型船員派遣事業の制度化に伴い、これは平成１６年の船員職業安定法改正に

よる現行の船員派遣事業制度でございますが、これによる派遣及び期間傭船契約による船

舶への配乗のほか、労務供給事業に該当しないその他の形態も明確にすることが船員の労



 -6-

働保護の観点から必要であるとのことから、労務供給事業に該当しない形態を整理され、

その一つといたしまして、「在籍出向による船舶への配乗」が示されました。 

 具体の内容といたしましては、「在籍出向とは、自己の雇用船員を関係会社（緊密な資本

関係等のある会社）に出向させる場合であって、かつ、出向元と出向先の両方に労働契約

がある場合をいう。この場合は、出向元と出向先との間に緊密な資本関係等があることか

ら、在籍出向船員にとって実質的に同一の会社の中での移動であり、中間搾取等の発生す

るおそれがない。また、在籍出向船員と出向元・出向先の間でそれぞれ労働契約が結ばれ

るため、労働に係る責任が明確となる。したがって、労務供給事業に該当しない。」と整理

されました。 

 この報告を踏まえまして、在籍出向の考え方を整理した文書におきまして、労務供給事

業に該当しない在籍出向として取り扱うに当たっては、当該在籍出向の目的として、次に

申し上げます４つのような目的を有するものとしてございます。１つ目は、船員を離職さ

せることなく、関係会社において雇用機会を確保するため、２つ目は、技術指導のため、

３つ目は、出向の対象となる船員の能力開発の一環として実施するため、４つ目は、企業

グループ内の人事交流の一環として実施するため、としております。 

 先ほど、出向させる関係会社につきまして、緊密な資本関係「等」のある会社と、ご説

明いたしましたが、この「等」には、船主団体であります、「内航労務協会及び一洋会」と、

「全内航」と、２つのグループそれぞれと、全日本海員組合との間におきまして、各グル

ープの所属会社間での船員の相互配乗制度の協定を締結しておりまして、この相互配乗制

度の対象の事業者が含まれてございます。 

 以上が、経緯及び具体の要件の内容でございます。したがいまして、前回のような研究

会をあらためて設置するまでの大きな制度の見直し検討をする必要はないと考えますので、

ご要望のありました件につきましては、別途、労働者側のご意見もお聴きしながら対応し

てまいります。 

 もう一つ、求人票の関係でございますけれども、船員職業安定法第１５条第１項第３号

におきまして、船員職業安定法施行令第１条第７号に定められております、育介法関連条

文の規定の違反に関しまして、処分や公表その他の措置が講じられた者からの求人の申込

みは受理しないことができることが規定されております。求人を申し込む時点におきまし

て、違反に係る処分や公表その他の措置が講じられていない状況にあっては、これを受理

することとなりますが、その後、当該措置が講じられた場合にあっては、求人者に対して、
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当該措置の事実を説明、確認した上で当該求人の申込みを受理しなかったものとして処理

するため、求人者に対して、求人の申込みを取り下げるよう指示することとなります。し

たがいまして、求人を申し込む時点におきまして、改正育介法令に定められます事業主と

して講ずべき措置を検討中の段階であっても、当該求人の申込みは受理いたしますが、そ

の後、雇用船員からの申出に基づき、改正育介法令に定める事業主としての措置義務を履

行せず、当該法令違反に関しまして、処分や公表その他の措置が講じられた場合には、先

ほど申し上げましたように、当該求人の申込みを受理しなかったものとして処理すること

となります。 

 陸上労働分野におきましても同様の措置義務が課せられておりますことから、内航事業

者におかれましては、事業運営が大変な状況の事業者もおられますが、陸上の転職市場か

らいかに船員労働市場に呼び込むかを考えるに、求職者から選ばれる市場になり得るため

にも、育児期の柔軟な働き方の措置を雇用船員からの申入れに適時に講じていただきたく、

お願い申し上げます。 

 以上です。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 藏本委員、何かございましたらお願いします。 

【藏本臨時委員】  関係法令の説明ありがとうございます。もちろん、その説明内容に

ついては十分理解した上で、事前の計画がある程度見えた中で、船員の雇用対策、あと派

遣対策等できるような状況であれば問題ないんですが、急遽そういう事態が生じたときの

対応として柔軟な対応をお願いしているところでございますので、引き続き検討いただき

ますようお願いいたします。また、説明会においても、地方の船主からこういう質問等が

多分出ると思いますので、説明をよろしくお願いいたします。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 今お話のありました点につきまして何か事務局からございますでしょうか。 

【前田雇用対策室長】  付け加えての補足はございませんけれども、ご意見を賜りまし

て、しっかりと説明をしてまいりたいと思います。 

【小西部会長代理】  藏本委員、よろしいでしょうか。いかがですか。 

【藏本臨時委員】  よくはないですけれども、仕方ないですね。よろしくお願いします。 

【小西部会長代理】  続きまして、遠藤委員から手を挙げていただいておりますので、

遠藤委員、よろしくお願いいたします。 
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【遠藤臨時委員】  遠藤です。ありがとうございます。事務局からの説明等が最初にあ

ったわけですけれども、混乱が生じないようにということだったので、それについては１

０月施行ですから、事務局も十分に認識しているかと思うんですけれども、とにかく時間

がないわけですので、待ったなしに施行がやってくるわけですから、その辺については混

乱が生じないようにしっかりと対応していただきたいと思います。それから、説明会の話

もありましたけれども、この説明会は今の段階で、どのような形で開催して、それから時

期についても施行前なのか施行後なのか、その辺を今答えられる範囲で教えていただきた

いんですけれども。 

【小西部会長代理】  遠藤委員、ありがとうございます。 

 何かこの点につきまして事務局からご説明いただけますでしょうか。よろしくお願いい

たします。 

【尾崎船員政策課課長補佐】  船員政策課の尾崎でございます。遠藤委員、ありがとう

ございます。時期等はこれから検討させていただきたいと思いますが、これから関連通達

であったりとか、ツールの整備をさせていただきますので、それを踏まえて皆様にお示し

できるようにさせていただくということと、お示しする機会をいただきたいという形にな

ってまいります。それについては改めて調整させていただければと思っております。 

 以上でございます。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 遠藤委員、いかがでしょうか。 

【遠藤臨時委員】  ありがとうございます。その説明会の中で、出された質問や意見等

について説明会の中で完結するのではなく、Ｑ＆Ａではないですけれども、数多く同じ内

容の質問が出てくる可能性もありますので、そういったＱ＆Ａをできる限りオープンにし

ていただいて、見てもすぐ分かりやすいような形で、Ｑ＆Ａの周知の仕方を工夫して対応

いただきたいです。 

 いずれにしましても、この部分は若年船員の確保・育成に向けての観点から見ても非常

にいい制度だと思っておりますので、施行後に内容がよくわからないから、利用できない

のであれば、若年船員の確保・育成にもつながっていかないと思いますので、混乱が生じ

ないように、支障を来すことのないように、事務局におかれましてはしっかりとその辺、

対応いただきたいと思います。 

 私からは以上です。 
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【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 事務局から何かございますでしょうか。よろしくお願いいたします。 

【尾崎船員政策課課長補佐】  船員政策課の尾崎でございます。遠藤委員から貴重なＱ

＆Ａ等、参考となる意見をありがとうございました。そちらも踏まえまして、丁寧に対応

したいと思っておりますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 そのほか、鈴木委員、よろしくお願いいたします。 

【鈴木臨時委員】  ご指名ありがとうございます。先ほど事務局から的確な説明があり

ました。法令遵守、これは絶対だと思います。非常に明確な回答だったと思っております

ので、ぜひ守っていただきたいと思います。今、労働人口が減っている中で人材確保とし

て何をしなければいけないかというと、まず船員としては、一つは常用雇用でいかに船員

を確保するか、これが将来に向けての在り方であることはもう間違いないと皆さんも思っ

ていらっしゃると思います。その中で法令遵守、それが一つ。また、今回提案された内容

は、非常にいい制度です。この制度を運用面で的確に活用していただければ、船員の魅力

向上、もしくは船員になりたいという求職者に対して効果があるはずです。運用面ではな

かなか細かい話や、慣れない部分もあるかと思いますが、事務局のほうで対応をしっかり

と行っていただきたいと思っております。期待しておりますので、ぜひよろしくお願いし

ます。 

 私のほうは、以上が意見でございます。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 事務局から何かございましたら。 

【尾崎船員政策課課長補佐】  船員政策課の尾崎でございます。まずは応援のご意見と

いうことで受け止めさせていただきます。ありがとうございます。 

 引き続き、先ほども申したとおり、運用に当たり混乱が生じないよう適切に対応させて

いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 そのほか、何かご意見等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 これまでご意見等々出していただきまして、ありがとうございました。 
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 そのほか、特にないようでしたら、国土交通大臣から諮問第４８５号及び諮問第４８６

号をもって諮問された件については、適当であるとの結論とし、海事分科会長にご報告し

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。では、そのような形で進めてまいりたいと思います。 

 続きましては、議題５の審議事項である船員派遣事業の許可についてでございます。 

 本件につきましては、個別事業者の許可に関する事項であり、公開することにより当事

者等の利益を害するおそれがありますので、船員部会運営規則第１１号ただし書の規定に

より、審議を非公開とさせていただきます。マスコミ関係の方をはじめ関係者以外の方は

会場及びウェブ会議からご退出のほどよろしくお願いいたします。 

（非公開・関係者以外退室） 

【小西部会長代理】  本日、意見を求められました諮問につきましては、別紙に掲げる

者に対する船員派遣事業の許可について、許可することが適当であるという結論とするこ

ととし、海事分科会長にご報告したいと考えますが、よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、そのような形で進めてまいりたいと思います。 

 以上で、本日予定された議事は全て終了いたしました。 

 そのほかに何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ほかにないようでしたら、事務局よりお願いいたします。 

【岩下労働環境技術活用推進官】  事務局でございます。次回の船員部会の開催日程に

つきましては、部会長にお諮りした上で、改めてご連絡させていただきます。 

 事務局からは以上でございます。 

【小西部会長代理】  ありがとうございます。 

 それでは、以上をもちまして、交通政策審議会海事分科会第１８６回船員部会を閉会い

たします。本日はお忙しいところ、委員及び臨時委員の皆様には会議にご出席いただきま

して、ありがとうございました。閉会いたします。 

 

―― 了 ―― 


